
 

 

 

             ２０２５．１１．１３  NO２０ ならはらの森なかの学舎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モンタ博士 「やあ！なかの学舎のみなさん！今日は『ドングリゲーム』を作ろう！」 

なら原っ子 A「え！？ドングリゲーム・・・聞いたことないなあ。」 

モンタ博士 「まあまあ、上の写真を見ればよく分かるよ。」 

なら原っ子 B「ドボン迷路ゲーム？なんだ？」 

なら原っ子 H「穴入れゲーム？これまた、何だろうなあ？」 

モンタ博士 「ドボン迷路は、クヌギのドングリをこらがして、穴に落ちないようにスタ

ートからゴールまで行けば OKというゲームだよ。こりゃおもしろいよ。」 

なら原っ子 N「穴入れゲームって、どうやるのかな。」 

モンタ博士 「これはね、穴の中にドングリをタイムトライアルで入れるというゲームさ。」 

なら原っ子 A「へえー。そうなんですか。ぼくも早くやりたいなあ。やらせて！やらせて！」 

モンタ博士 「ところがどっこい。今日はゲームをやるのではなくて、作るんだよ。」 

ドングリころころ、ドボン迷路ゲーム 

ドングリころころ、穴入れゲーム 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なら原っ子 B「え！自分で作るの？マジ？めんどくさいなあ。ぼく、やめた。バイバイ！」 

なら原っ子 A「ぼくも遊ぶのはいいけど、作るのはちょっとにがてだな。バイバイ！」 

モンタ博士 「まあ、そんなこと言わないで、いっしょに作ろうよ。とても楽しいよ。」 

なら原っ子 H「なるほど、いつもゲームで遊んでばかりだけど、自分で作るのもいいかも。」 

なら原っ子 N「そうね、できたら自分で好きな絵をかいたり、シールもはるといいね。」 

モンタ博士 「そうか、そうか。うれしいね。それではいっしょに作ろう。ウッチーもい

っしょにやってくれるから大丈夫だよ。ウッチー！よろしくね。」 

ウッチー  「ハーイ！よろこんで！さあ！みんなでがんばって作りましょう。GO！」 

モンタ博士 「二人ともえらいね。チャレンジすることが、立派です。感心します。すば

らしいと思います。できない所はお手伝いするから、大丈夫だよ。」 

なら原っ子 H「自分で作るなんてうれしいね。ぼくだけの手作りゲームはかっこいいね。」 

なら原っ子 N「私だけのゲームですね。世界でたった一つだけの私のゲーム。ステキね。」 

なら原っ子 H「ところで、どうやって作るのかな。あ！そうだ！見本を見ればいいんだ。」 

なら原っ子 N「そうね。それから、自分でいろいろと考えてみるのね。まずは、エンピツ 



       で線をかきます。」 

ウッチー  「そうだ。そうだ。」 

なら原っ子 N「失敗しないかな。」 

ウッチー  「大丈夫だよ。失敗は 

       成功のもとだよ。」 

なら原っ子 N「そうですね。おもい 

       きり書いちゃえ。」 

ウッチー  「その調子だね。」 

なら原っ子 N「なんとか書きましたが、 

       次は穴開けですね。これは 

どうやるのかな。」 

ウッチー  「それでは、次は穴開けだけど、 

       カッターナイフを使うんだ。 

       気をつけてやろうね。おちつ 

       いて、ゆっくりやればいいよ。」 

なら原っ子 N「なんだか、とても緊張（きん 

       ちょう）しちゃいます。」 

ウッチー  「それがいいんだよ。わくわく 

       ドキドキしながら作ればいい 

       んだよ。がんばれ！」 

なら原っ子 H「えーと・・・ぼくは、まずは 

       ボンドをぬって、四角のぼう 

       をはりつければいいのかな。」 

モンタ博士 「そうだよ。ボンドは、手で 

       つけないで、何か紙をへらの 

       ようにして使うといいよ。」 

なら原っ子 H「あまりうまくぬれないけど、 

       いいのかな。」 

モンタ博士 「まあ、あまり細かいことは、 



       気にしないでいいんだよ。」 

なら原っ子 H「それから、工作用紙をもう 

       一枚切って、あつく丈夫に 

       するんですね。」 

モンタ博士 「そうだよ。２枚重ねて、 

       両面テープでとめようね。」 

なら原っ子 H「ボンドやハサミ、テープ、 

       いろいろと使うんですね。工作って、とっても楽しいね。ぼくハマったよ。」 

モンタ博士 「すばらしいね。よくがんばるね。本当にえらい！ブラボーだよ。」 

・・・その後、二人とも一生懸命に、ゲーム作りに取り組みましたとさ・・・ 

なら原っ子 N「見てください。やっと完成しました。世界でたった一つのゲームです。」 
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なら原っ子 H「ヤッター！できあがりだ。ぼくが作ったゲームだ。自慢のゲームだぞ。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウッチー  「最後までよくがんばりました。いっぱいいっぱい遊びましょう。」 

モンタ博士 「あきらめずに挑戦して、とてもえらい！素晴らしい！                                             ×∞です。 

       最後に、二人の作品を紹介します。この後、おうちで絵をかいたり、シー

ルをはったり、いろいろと楽しんでください。ご苦労様でした。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

おまけのお話…ドボン迷路ゲームの作り方は、モンタ博士の公式 HP の NO804（右 QR コード参照） 

や「小学館 森田弘文」で検索し、連載「モンタ先生の自然はともだち」の 10/ 26 日号をご覧 

下さい。また、穴入れゲームについては、近日中に、公式 HP に作り方や遊び方も掲載予定です。 


